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[全学生]生物学のあらゆる事象に興味を持たなければなりません。能動的に研究を進める（ようになる）こと，研究
の過程で新発見をすることを求めます。根拠に基づく議論を歓迎します。また，自分の研究をわかりやすく伝えるこ
とにも重点を置いています。
[博士前期]教員は研究可能なテーマを提示します。もちろん，自分でテーマを提案してくれても結構です。自分で立
てた研究計画に従って問題を解決することを求めます。
[博士後期]自分で研究テーマを見つけて下さい。教員は指導者ではなく，批判好きな同僚の一人です。

研究室生活の紹介等
学生にはそれぞれ，研究机と実験台を用意します。週１回のセミナーがあり，研究の進捗を報告します。

教員からのメッセージ
研究はパズルに似ています。ピースは，自分のデータ，関連分野の過去の研究成果はもちろん，一見関係無さそう
な分野の研究成果，会話の際の誰かの意見など，あちこちに存在しています。ずっと考えていると，突然ひらめい
て，ピースがつながる瞬間があります。その瞬間の喜びを味わって下さい。

博士前期課程/後期課程院生の指導方針、具体的なカリキュラム、研究室での活動等

生命理工学専攻 研究分野 植物発生生物学

植物は地質時代を通じて多様化し，多様化は現在も続いています。私たちは，植物がどのように進化して来たか，
多様性がどのようにしてできたのかを，分類学，系統学，解剖学，発生生物学の手法を用いて解明しようとしてい
ます。現在は，初期陸上植物にフォーカスし,主にコケ植物を用いて，１）3Dパターニングや組織分化など形づくりの
メカニズム，２）生殖器官の共通性と多様性，３）発生学的データと分子データとに基づく基部陸上植物の大系統の
解明について研究を進めています。

研究課題の概要
研究室Webサイト http://plant.w3.kanazawa-u.ac.jp/
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